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はじめに

このドキュメントでは、産業用ワイヤレスAPのポイントツーマルチポイントトポロジの設定につ
いて説明し、GUIを使用した設定ガイドを提供します。

ポイントツーマルチポイント

ポイントツーマルチポイント設定では、ポイントツーポイントネットワークよりもネットワ
ークの柔軟性が向上します。

•

集約ポイント（通常はコアネットワークに最も近いポイント）にある無線は、プライマリ無
線として設定されます。

•

メッシュエンドは、CURWBの無線および有線コアネットワーク間のゲートウェイです。•
メッシュポイントは、リモート/セカンダリラジオとして機能し、メッシュの終点または別
のメッシュポイントを指します。

•



CUWRB無線のロールは、無線の機能に基づいて指定する必要があります。

無線の役割 – 固定•

 無線の役割は、選択プロセス中に複数の要因に基づいて自動的に選択されます。

流体マックス•

CURWB製品を使用すると、ポイントツーポイント、ポイントツーマルチポイント、メッシュ、
混合ネットワークという4種類のネットワークトポロジを作成できます。混合ネットワークは、メ
ッシュとポイントツーマルチポイントを組み合わせたものです。 

FluidMAXテクノロジーを使用することで、ハードウェアの変更やソフトウェアの手動設定を行う
ことなく、さまざまなネットワークアーキテクチャをすべてサポートできます。

これらのデバイスは、使用中のアーキテクチャを自動的に検出し、導入されたトポロジを最適に



サポートするように通信プロトコルを設定して適応させます。 

このユニットのFluidMAX動作モードは、設定中に強制的に設定することもできます。

動作モードがプライマリ/セカンダリの場合、FluidMAXクラスタIDを設定できます。FluidMAX自
動スキャンが有効な場合、セカンダリユニットは周波数をスキャンして、同じクラスタIDを持つ
プライマリに関連付けます。

この場合、セカンダリ無線の周波数選択は無効になります。

FLUIDMAXクラスタID：単一のポイントツーマルチポイントネットワークのすべての無線が
クラスタを形成します。同じPTMPのプライマリ無線とセカンダリ無線は、同じクラスタ
IDを共有する必要があります。

•

FLUIDMAX AUTOSCAN:PTMPの自動再設定を可能にします。プライマリの無線チャネルを
設定すると、セカンダリのチャネルが自動的に変更されます。

•

Fluidmaxメイン•

無線は、同じクラスタIDを共有する他の無線とともに、クラスタ内のレシーバとして動作します
。また、動作周波数も指定します。

Fluidmaxセカンダリ•

無線はクラスタ内のトランスミッタとして動作し、同じクラスタIDを持つプライマリ無線にデー
タを送信します。自動スキャンが有効な場合、セカンダリ無線はスキャンを実行し、最適なプラ
イマリ無線が使用する周波数に移動します。

ポイントツーマルチポイントネットワーク設定

ポイントツーポイントメッシュリンクを作成するには、次のパラメータを設定する必要がありま
す。

無線モード(メッシュの終端を慎重に選択する必要があります。コアネットワークに物理的
に最も近い無線は、通常はメッシュエンドとして設定されます)。

1. 

IP アドレス2. 
パスフレーズ、周波数、Fluidmax3. 
正しいライセンス：これは、1つの無線でVLANやAESなどの追加機能が有効になっている
場合に、すべての無線でアクティブ化される必要があります。

4. 

一般モード：このページから無線モードとIPアドレスを設定できます



ワイヤレス無線：パスフレーズ、周波数、およびFluidmaxモードは、ワイヤレス無線から設定で
きます。

リンクを集約している/レシーバとして機能している無線はFluidmeshプライマリとして設定し、
エンドデバイスに接続されているトランスミッタはFluidmaxセカンダリとして設定する必要があ
ります。



ラジオの詳細設定：

PTMPまたは自動スキャンのクラスタIDは、このページから設定できます。アンテナ番号は、導
入で使用するアンテナごとに選択できます。

また、AESを有効にしてデータプレーンを暗号化することもできます。



トラブルシューティング 



ポイントツーマルチポイントネットワークの一般的な問題

P2MPネットワークでは、リンクを集約する無線は、正しい水平および垂直カバレッジのア
ンテナを使用する必要があります。そのため、すべてのセカンダリ無線がプライマリ無線の
カバレッジエリア内にあり、セカンダリ無線がプライマリ無線を直接指している必要があり
ます。アップリンクとダウンリンクのRSSIは、すべてのリンクで–45 ～ -65 dBm以内であ
る必要があります。

•



サイトに無線の複数のクラスタが導入されている場合、各クラスタは互いに干渉しないよう
にオーバーラップしない周波数にする必要があります。

•

PMPクラスタでは、プライマリ無線とセカンダリ無線の間に直接見通し線が必要です。プ
ライマリ無線とセカンダリ無線の間に直接接続がない場合は、追加のリレーポイントを追加
する必要があります。

•

システム設計（用語）

パスフレーズ：このパラメータは、特定のネットワーククラスタまたはブロードキャストドメイ
ンに属する無線装置で設定され、無線装置が相互に通信し、接続を形成できるようにします。

パスフレーズは、無線機間で送信されるシグナリング情報を暗号化し、データ送信前に接続を形
成するために使用されます。デフォルトは「CiscoURWB」です。

メッシュID：メッシュIDは4オクテットの識別子で、すべてのCURWBデバイスで使用され、一意
です。通常は5.a.b.cの形式です。

メッシュ終端：コアネットワークとCURWBネットワークの間のゲートウェイとして機能する
CURWB無線またはデバイス。通常、メッシュエンドデバイスはシステム管理者によって明示的
に指定されます。

ただし、その無線のメッシュID番号が最も小さく、クラスタの一部として他のメッシュ終端が設
定されていない場合は、ネットワーク上の他の無線によって無線が自動的にメッシュ終端として
選択される場合もあります。



メッシュポイント：CURWBネットワークのリモートユニットとして機能し、ネットワーク内の
エンドデバイスにデータを送信するために使用されるCURWB無線。

AutoTap：ネットワークループを防止するメカニズムです。これにより、CURWBデバイスは接続
を検出し、メッシュエンドまたはネットワークコアとの間の専用の入出力ルートのみを許可でき
ます。



翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


